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４４２ 勤労者の能力開発の機会の提供

【２０１０年度の目標         】
産業構造などの変化に的確に対応し、勤労者などのニーズに対応した多様な職業能力開発
が行われています。また、技能の社会的な評価が高まり、技能労働者がそれぞれの分野で
活躍しています。

項 目
基準年度の
状況

1999年度実績
    2001年度の目標
    (2010年度の目標)

公共職業能力開発訓練施
設における延べ訓練人員

約５，０００人 約４，３００人    約６，０００人
 （約７，０００人）

大学・民間専門学校等能
力開発活用学校数

－ －      ３校
   （１０校）

認定職業訓練校 ２３校 ２４校 ２７校
（３５校）

公共職業能力開発施設に
おける障害者訓練 － －

１科目１０人
（２科目２０人）

職業能力開発に係る情報
提供拠点数

－ ２か所 ３か所（北勢、中勢、南勢）
（６か所）

技能検定合格者延べ人数 36,793人 41,969人 約４５，０００人
（５７，０００人）

１ 平成１１年度の取組

（１） 平成１１年度の取組概要とその成果

① 職業能力開発の推進

・ 公共の行う職業訓練

就職率は、最近の厳しい雇用情勢を受けて学卒者訓練生が８３．１％、短期訓

練は４５，３％となった。

・ 民間の行う訓練

計画的に行う職業訓練を実施した事業所に対して支援する生涯能力開発等給付

金事務については、５４６件と毎年件数は増えている。

② 技能尊重社会の形成

技能者の地位向上を図るため、三重県職業能力開発協会を通じて技能検定、表

彰を実施するとともに、また、三重県技能士会を通じて県内の小・中学校にお

いて熟練技能士による技能体験講座等を実施した。

（２） 平成１１年度の取り組みに対する問題点

・ 職業能力開発の推進

各種訓練の中で特に、津高等技術学校で行う離転職者の職業訓練については、

訓練内容・方法を検証する。



２ 平成１２年度の取り組みと成果見込み

① 職業能力開発の推進

離転職者職業訓練のうち津高等技術学校で行う短期訓練（ＯＡ事務科）につい

ては、民間に委託して実施している。

② 技能尊重社会の形成

市町村教委との連携を深め体験学習の効果を上げる。

３ 平成１３年度以降に向けての取り組み方向

（１）職業能力開発の推進

① 国と県の役割分担

職業能力開発促進法において、普通長期課程（主として技能労働者を養成するた

めの訓練）は、都道府県で行うこととし、普通短期課程（技能労働者の職業訓練で

、システム的には、職業安定所長の受講指示に基づき行う訓練）は国及び県が行う

こととされている。

② 津高等技術学校の職業訓練のあり方

・ 津高等技術学校における職業訓練全般については、急速なＩＴ化の進展に伴う

労働者間の情報格差への対応として、ＩＴに係る能力習得機会を拡充する。

・ 大学・民間から講師を招聘した訓練方法を取り入れる。

・ 障害者の自立支援のため、新たに障害者を対象とする訓練科目を設置・検討す

る。

（２） 技能尊重社会の形成

現在、中央職業能力開発協会は、労働省の委託を受けて、熟練技能者の認定を行

っているが、これら技能者は、自社外での「技能の楽しさ、大切さ」を啓発する活

動の場が提供されていないことから、教育委員会と連携をし、熟練技能者のデータ

ベース化を図り、将来的に小・中・高の学校が直接熟練技能者に技能体験講座の講

師として、依頼できるシステムを構築する。


